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遍
　
京
　
の
　
歌
小
野
寛
一
　
　
十
二
年
庚
辰
冬
十
月
、
大
宰
少
弐
藤
原
朝
臣
広
嗣
謀
反
し
て
軍
を
発
せ
る
に
依
り
て
、
伊
勢
国
に
幸
し
し
時
に
、
河
口
の
　
　
行
宮
に
し
て
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
一
首
河
口
の
野
辺
に
盧
り
て
夜
の
経
れ
ば
妹
が
手
本
し
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
6
一
〇
二
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
妹
に
霧
纏
羅
蕪
干
の
潟
に
鶴
鳴
き
渡
る
（
6
δ
三
。
）
　
　
　
　
　
一
　
　
　
右
の
一
首
、
今
案
ふ
る
に
、
吾
の
松
原
は
三
重
郡
に
あ
り
、
河
口
の
行
宮
を
相
去
る
こ
と
遠
し
。
け
だ
し
朝
明
の
行
宮
に
　
　
　
い
　
ま
　
　
　
御
在
す
時
に
製
ら
す
御
歌
な
る
を
、
伝
ふ
る
者
誤
れ
る
か
。
　
　
丹
比
屋
主
真
人
の
歌
一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
で
　
　
　
　
ゆ
　
ふ
　
　
　
　
し
後
れ
に
し
人
を
偲
は
く
四
泥
の
埼
木
綿
取
り
垂
で
て
さ
き
く
と
そ
思
ふ
（
6
一
〇
三
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
ゑ
　
　
　
右
を
案
ふ
る
に
、
こ
の
歌
は
こ
の
行
の
作
に
あ
ら
じ
か
。
然
言
ふ
所
以
は
、
大
夫
に
勅
し
て
河
口
の
行
宮
よ
り
京
に
還
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
　
　
　
従
駕
せ
し
め
し
こ
と
な
し
。
何
ぞ
思
泥
の
埼
を
詠
め
て
歌
を
作
る
こ
と
あ
ら
む
。
　
　
さ
　
ざ
　
　
狭
残
の
行
宮
に
し
て
、
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
二
首
大
君
の
行
幸
の
ま
に
ま
吾
妹
子
が
手
枕
ま
か
ず
月
そ
経
に
け
る
（
6
一
〇
三
二
）
御
食
つ
国
志
摩
の
海
人
な
ら
し
ま
熊
野
の
小
船
に
乗
り
て
沖
辺
漕
ぐ
見
ゆ
（
6
一
〇
三
三
）
　
　
美
濃
国
の
多
芸
の
行
宮
に
し
て
、
大
伴
宿
祢
東
人
の
作
る
歌
一
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
古
ゆ
人
の
言
ひ
け
る
老
人
の
変
若
つ
と
い
ふ
水
そ
名
に
負
ふ
滝
の
瀬
（
6
一
〇
三
四
）
　
　
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
一
首
田
跡
川
の
滝
を
清
み
か
古
ゆ
宮
仕
へ
け
む
多
芸
の
野
の
上
に
（
6
一
〇
三
五
）
　
　
不
破
の
行
宮
に
し
て
、
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
　
首
関
無
く
は
帰
り
に
だ
に
も
う
ち
行
き
て
妹
が
手
枕
ま
き
て
寝
ま
し
を
（
6
｝
〇
三
六
）
　
聖
武
天
皇
が
平
城
宮
を
捨
て
て
山
背
国
相
楽
郡
の
恭
仁
の
宮
に
遷
都
す
る
に
至
っ
た
、
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
の
藤
原
広
嗣
の
乱
に
お
け
る
伊
勢
行
幸
の
中
で
歌
わ
れ
た
歌
が
、
右
の
よ
う
に
万
葉
集
巻
六
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
広
嗣
の
乱
に
つ
い
て
続
日
本
紀
は
ま
ず
、
天
平
十
二
年
八
月
二
十
九
日
の
条
に
、
　
　
大
宰
少
弐
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
広
嗣
表
を
上
っ
て
、
時
政
の
得
失
を
指
し
、
天
地
の
災
異
を
陳
べ
、
因
り
て
僧
正
玄
肪
法
師
・
右
衛
　
　
士
督
従
五
位
上
下
道
朝
臣
真
備
を
除
か
ん
と
い
ふ
を
以
て
言
を
為
す
。
と
あ
る
。
広
嗣
は
時
の
政
治
の
あ
や
ま
ち
を
指
摘
し
、
天
平
九
年
の
悪
疫
な
ど
天
地
の
災
異
は
そ
れ
に
よ
る
こ
と
を
の
べ
、
そ
の
根
本
原
因
た
る
、
聖
武
の
側
近
と
し
て
重
用
さ
れ
て
い
る
僧
玄
肪
と
下
道
真
備
を
除
く
べ
し
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
表
文
が
八
月
二
十
九
日
に
朝
廷
に
届
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
同
九
月
三
日
に
、
　
　
広
嗣
遂
に
兵
を
起
こ
し
て
反
す
。
勅
し
て
、
従
四
位
上
大
野
朝
臣
東
人
を
以
て
大
将
軍
と
為
し
、
従
五
位
上
紀
朝
臣
飯
麻
呂
を
副
将
　
　
軍
と
為
す
。
軍
監
軍
曹
各
四
人
。
東
海
・
東
山
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
五
道
の
軍
一
万
七
千
人
を
徴
発
し
、
東
人
に
委
ね
、
節
を
持
　
　
し
て
之
を
討
た
し
む
。
と
あ
る
。
上
表
文
到
着
か
ら
わ
ず
か
四
日
の
後
に
、
広
嗣
が
九
州
に
お
い
て
反
乱
の
兵
を
お
こ
し
た
と
い
う
報
せ
が
朝
廷
に
は
い
っ
た
の
で
あ
る
。
上
表
文
に
対
す
る
朝
廷
の
反
応
も
見
ず
に
な
さ
れ
た
広
嗣
の
挙
兵
は
、
そ
の
要
請
を
武
威
を
も
っ
て
押
し
通
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
聖
武
天
皇
は
直
ち
に
参
議
大
和
守
大
野
東
人
を
大
将
軍
に
任
じ
て
節
刀
を
与
え
、
副
将
軍
・
軍
監
・
軍
曹
ま
で
と
と
の
え
、
2
東
海
・
東
山
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
五
道
の
軍
団
の
兵
に
動
員
令
を
下
し
、
広
嗣
討
伐
に
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
　
兵
士
徴
集
と
そ
れ
に
伴
う
軍
編
成
に
手
間
取
り
な
が
ら
も
、
官
軍
は
反
乱
軍
を
追
い
つ
め
て
い
っ
た
。
そ
の
さ
中
の
こ
と
で
あ
る
。
　
十
月
十
九
日
に
、
　
　
伊
勢
国
の
行
宮
を
造
る
司
を
任
ず
。
　
十
月
二
十
三
日
に
、
　
　
次
第
司
を
任
ず
。
従
四
位
上
塩
焼
王
を
以
て
御
前
長
官
と
為
す
。
従
四
位
下
石
川
王
を
御
後
長
官
と
為
す
。
正
五
位
下
藤
原
朝
臣
仲
　
　
麻
呂
を
前
騎
兵
大
将
軍
と
為
す
。
正
五
位
下
紀
朝
臣
麻
路
を
後
騎
兵
大
将
軍
と
為
す
。
騎
兵
・
東
西
史
部
・
秦
忌
寸
等
惣
て
四
百
人
　
　
を
徴
発
せ
し
む
。
－
十
月
二
十
六
日
に
、
　
　
大
将
軍
大
野
朝
臣
東
人
等
に
勅
し
て
日
は
く
、
「
朕
意
へ
る
所
有
る
に
縁
り
て
、
今
月
の
末
、
暫
く
関
東
に
往
か
む
。
其
の
時
に
非
　
－
ず
と
錐
も
、
事
已
む
こ
と
を
能
は
ず
。
将
軍
之
を
知
る
と
も
驚
惟
す
べ
か
ら
ず
。
」
と
。
　
十
月
二
十
九
日
に
、
　
　
伊
勢
国
に
行
幸
す
。
と
あ
る
。
聖
武
は
十
月
十
九
日
に
伊
勢
行
幸
の
た
め
の
造
伊
勢
国
行
宮
司
を
任
命
し
、
二
十
三
日
に
は
行
幸
に
関
す
る
人
事
を
発
令
し
、
二
十
六
貝
、
征
西
の
大
将
軍
大
野
東
入
ら
に
、
思
う
と
こ
ろ
あ
っ
て
暫
く
関
東
に
行
く
こ
と
を
伝
え
、
こ
の
非
常
時
に
天
皇
が
都
を
離
れ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
が
聖
武
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
、
驚
か
な
い
よ
う
に
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
二
十
九
日
、
い
よ
い
よ
伊
勢
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
四
百
人
の
騎
兵
に
前
後
を
護
衛
さ
せ
た
の
は
、
や
は
り
戦
時
体
制
で
あ
ろ
う
。
留
守
官
は
、
知
太
政
官
事
鈴
鹿
王
と
兵
部
卿
兼
中
衛
大
将
藤
原
豊
成
で
あ
っ
た
。
　
　
十
月
二
十
九
日
。
是
の
日
、
山
辺
郡
竹
難
村
堀
越
の
頓
宮
に
到
る
。
　
　
同
三
十
日
。
車
駕
、
伊
賀
国
名
張
郡
に
到
る
。
　
　
十
一
月
一
日
。
伊
賀
郡
安
保
の
頓
宮
に
到
り
て
宿
る
。
大
い
に
雨
ふ
り
、
途
泥
に
し
て
人
馬
疲
煩
す
。
　
　
同
二
日
。
伊
賀
国
壱
志
郡
河
口
の
頓
宮
に
到
る
。
之
を
関
宮
と
謂
ふ
。
8
　
平
城
宮
を
発
っ
た
日
は
大
和
の
山
辺
郡
竹
難
村
の
堀
越
の
行
宮
に
泊
っ
た
。
翌
三
十
日
は
伊
賀
国
の
名
張
郡
の
郡
衙
に
泊
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
一
月
」
日
は
大
雨
で
泥
道
に
人
馬
い
た
く
疲
れ
、
伊
賀
郡
の
安
保
の
行
宮
に
泊
り
、
翌
二
日
に
伊
勢
国
壱
志
郡
河
口
の
行
宮
、
関
宮
に
着
い
た
。
こ
こ
に
は
十
日
間
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
十
一
月
三
日
に
、
　
　
是
の
日
、
大
将
軍
東
人
等
言
す
。
「
進
士
元
位
安
倍
朝
臣
黒
麿
、
今
月
廿
三
日
丙
子
を
以
て
、
逆
賊
広
嗣
を
肥
前
国
松
浦
郡
値
嘉
嶋
　
　
長
野
村
に
捕
へ
獲
つ
。
」
と
。
詔
り
報
へ
て
曰
は
く
、
「
今
十
月
廿
九
日
の
奏
を
覧
て
、
逆
賊
広
嗣
を
捕
へ
得
た
る
こ
と
を
知
り
ぬ
。
　
　
其
の
罪
顕
露
に
し
て
、
疑
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
宜
し
く
法
に
依
り
て
処
決
し
、
然
る
後
に
奏
聞
せ
よ
。
」
と
。
　
十
一
月
五
日
に
、
　
　
大
将
軍
東
人
等
言
す
。
今
月
一
日
を
以
て
、
肥
前
国
松
浦
郡
に
、
広
嗣
・
綱
手
を
斬
る
こ
と
已
に
詑
ん
ぬ
。
　
続
紀
の
右
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
十
月
二
十
三
日
に
逆
賊
広
嗣
は
肥
前
国
松
浦
郡
五
島
列
島
の
値
嘉
島
で
捕
え
ら
れ
、
そ
の
報
告
を
大
将
軍
東
人
が
受
け
た
の
が
六
日
後
の
二
十
九
日
で
、
東
人
は
そ
の
日
直
ち
に
朝
廷
へ
広
嗣
逮
捕
の
報
せ
を
発
し
た
の
で
あ
る
。
文
中
の
「
十
月
廿
九
日
の
奏
」
と
は
そ
れ
を
指
す
。
そ
し
て
そ
の
「
奏
」
が
十
一
月
三
日
に
河
口
の
関
宮
に
届
い
た
の
で
あ
る
。
聖
武
は
そ
の
日
に
、
広
嗣
ら
の
罪
状
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
法
に
よ
っ
て
直
ち
に
処
刑
し
、
そ
の
後
に
報
告
奏
上
せ
よ
と
勅
し
た
。
と
こ
ろ
が
処
刑
は
す
で
に
十
一
月
一
日
に
行
わ
れ
て
い
て
、
広
嗣
と
弟
綱
手
は
斬
殺
さ
れ
た
。
大
野
東
人
の
そ
の
報
告
は
十
一
月
五
日
に
、
同
じ
く
河
ロ
の
関
宮
に
着
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
広
嗣
の
乱
は
終
っ
た
。
　
聖
武
は
こ
こ
河
ロ
の
関
宮
に
、
あ
と
六
日
間
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
平
城
京
の
留
守
官
に
鈴
鹿
王
が
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
旅
先
の
聖
武
の
側
に
は
右
大
臣
橘
諸
兄
が
い
た
。
ま
た
、
前
衛
の
騎
兵
大
将
軍
と
し
て
藤
原
仲
麻
呂
が
近
侍
し
て
い
た
。
そ
の
兄
豊
成
は
留
守
官
で
あ
っ
た
。
大
伴
家
持
は
内
舎
人
と
し
て
供
奉
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
万
葉
集
巻
六
の
歌
は
、
こ
の
時
、
こ
こ
で
作
っ
た
と
い
う
。
　
家
持
は
、
河
口
の
野
辺
に
旅
宿
り
の
幾
夜
を
も
経
て
妻
の
手
枕
が
恋
し
い
と
歌
う
。
こ
の
異
常
な
政
治
情
勢
の
さ
中
に
あ
っ
て
、
何
と
不
謹
慎
な
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
政
治
と
文
雅
の
世
界
と
は
常
に
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
こ
の
反
乱
に
対
す
る
家
持
の
感
慨
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
大
乱
が
平
定
さ
れ
、
聖
武
は
も
と
よ
り
従
駕
の
入
々
も
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
河
口
の
行
宮
で
の
後
半
の
日
々
に
、
家
持
は
妻
の
手
枕
を
　　　一　　4一
思
う
余
裕
も
出
て
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
聖
武
の
あ
と
六
日
間
の
河
口
滞
在
は
何
の
故
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
続
紀
は
五
日
以
後
十
二
日
の
河
口
出
立
ま
で
何
も
記
さ
な
い
。
北
山
茂
夫
氏
は
、
遷
都
の
問
題
に
つ
い
て
諸
兄
ら
台
閣
の
重
臣
た
ち
が
協
議
を
こ
ら
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
す
ぐ
に
平
城
に
ひ
き
か
え
し
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
そ
の
推
測
は
正
し
い
。
内
乱
が
収
ま
り
、
そ
の
戦
後
処
理
の
政
務
が
待
っ
て
い
る
こ
の
時
に
、
都
へ
帰
る
道
を
と
ら
ず
に
都
か
ら
離
れ
て
旅
を
続
け
る
と
い
う
異
常
な
決
定
を
み
る
に
は
、
か
な
り
の
論
議
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
河
口
滞
在
は
当
然
そ
の
協
議
の
期
間
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
続
紀
は
こ
の
後
の
過
程
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
十
一
月
十
二
日
に
、
　
　
車
駕
、
河
口
よ
り
発
し
て
、
壱
志
郡
に
到
り
て
宿
る
。
　
同
十
四
日
に
、
　
　
進
み
て
、
鈴
鹿
郡
赤
坂
の
頓
宮
に
至
る
。
　
同
二
十
三
日
に
、
　
　
赤
坂
よ
り
発
し
て
、
朝
明
郡
に
到
る
。
　
聖
武
は
河
口
の
関
宮
を
出
て
東
に
向
か
い
、
途
中
壱
志
郡
の
郡
衙
に
一
泊
し
て
、
十
四
日
に
鈴
鹿
郡
赤
坂
の
行
宮
に
は
い
っ
た
。
続
紀
は
再
び
こ
こ
で
六
日
間
全
く
記
事
を
欠
き
、
二
十
一
日
に
、
こ
の
た
び
の
内
乱
平
定
お
よ
び
伊
勢
行
幸
に
関
す
る
論
功
行
章
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
　
六
日
間
無
為
に
日
を
送
っ
て
い
た
は
ず
は
な
い
。
遷
都
の
問
題
は
河
口
で
決
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
赤
坂
の
行
宮
で
つ
い
に
決
し
た
の
だ
。
も
う
平
城
京
へ
は
戻
ら
な
い
。
そ
こ
で
二
十
一
日
の
叙
位
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
見
よ
う
。
翌
二
十
二
日
、
五
位
以
上
に
各
位
に
応
じ
て
賜
わ
り
物
が
あ
り
、
そ
し
て
二
十
三
日
、
赤
坂
の
行
宮
を
発
し
た
。
そ
の
日
、
伊
勢
国
朝
明
郡
の
郡
衙
に
泊
っ
た
。　
「
吾
の
松
原
」
を
詠
っ
た
聖
武
の
歌
は
、
左
注
に
は
「
朝
明
郡
の
行
宮
」
で
作
ら
れ
だ
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
聖
武
は
こ
の
朝
明
郡
に
一
日
休
養
し
て
い
る
。
そ
の
余
裕
の
中
で
歌
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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狭
残
の
行
宮
で
作
っ
た
家
持
の
二
首
は
、
第
一
首
は
河
口
の
行
宮
で
の
作
と
全
く
同
趣
の
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
旅
の
歌
の
典
型
を
な
ぞ
っ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
。
家
持
が
旅
中
で
ひ
た
す
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
な
の
だ
と
い
う
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
　
狭
残
の
行
宮
は
続
紀
の
記
載
の
中
に
は
見
え
な
い
。
第
二
首
に
よ
れ
ば
、
志
摩
の
海
人
が
ま
熊
野
の
小
船
に
乗
っ
て
沖
を
漕
ぎ
行
く
情
景
で
あ
り
、
ま
さ
に
伊
勢
の
海
で
あ
る
。
　
続
紀
に
よ
れ
ば
、
河
口
の
関
宮
を
十
二
日
に
発
ち
、
そ
の
日
は
壱
志
郡
、
十
四
旨
に
鈴
鹿
郡
赤
坂
の
行
宮
、
二
十
三
日
に
朝
明
郡
、
二
十
五
日
に
桑
名
郡
石
占
の
行
宮
、
二
十
六
日
に
は
美
濃
国
当
伎
郡
で
あ
る
。
　
当
伎
郡
（
延
喜
式
に
は
「
多
芸
」
）
は
明
治
に
な
っ
て
、
上
石
津
郡
と
合
し
て
養
老
郡
と
な
っ
た
。
東
人
の
歌
う
「
老
人
の
変
若
水
」
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
そ
養
老
の
滝
の
水
で
あ
り
、
家
持
の
「
田
跡
川
」
は
現
在
の
養
老
川
、
養
老
の
滝
は
多
度
山
中
に
あ
る
。
そ
の
滝
を
「
田
跡
川
の
滝
」
と
歌
っ
て
い
る
。
三
日
間
こ
こ
に
遊
ん
で
、
一
行
は
不
破
に
向
か
う
。
　
続
紀
、
十
二
月
一
日
の
条
に
、
　
　
不
破
郡
不
破
頓
宮
に
到
る
。
　
同
四
日
の
条
に
、
　
　
騎
兵
の
司
を
解
き
て
、
京
に
還
り
入
ら
し
む
。
と
あ
る
。
不
破
に
お
い
て
聖
武
は
護
衛
の
騎
兵
の
任
務
を
解
い
て
京
へ
帰
還
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
家
持
が
こ
こ
で
「
関
無
く
は
帰
り
に
だ
に
も
う
ち
行
き
て
妹
が
手
枕
ま
き
て
寝
ま
し
を
」
と
歌
っ
た
の
は
、
「
不
破
の
関
」
と
こ
の
騎
兵
隊
の
帰
還
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
万
葉
集
巻
六
に
歌
は
不
破
で
終
る
が
、
聖
武
の
行
幸
は
続
く
。
　
　
同
六
日
。
不
破
よ
り
発
し
て
、
坂
田
郡
横
川
の
頓
宮
に
至
る
。
是
の
日
、
右
大
臣
橘
宿
祢
諸
兄
、
前
に
在
り
て
発
し
て
、
山
背
国
相
　
　
楽
郡
恭
仁
郷
を
径
略
す
。
遷
都
を
擬
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
　
　
同
七
日
。
横
川
よ
り
発
し
て
、
犬
上
の
頓
宮
に
到
る
。
　
　
同
九
日
。
犬
山
よ
り
発
し
て
、
蒲
生
郡
に
到
り
て
宿
る
。
　
　
同
十
日
。
蒲
生
郡
の
宿
よ
り
発
し
て
、
野
洲
の
頓
宮
に
到
る
。
　
　
同
十
一
日
。
野
洲
よ
り
発
し
て
、
志
賀
郡
禾
津
の
頓
宮
に
到
る
。
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同
十
四
日
。
禾
津
よ
り
発
し
て
、
山
背
国
相
楽
郡
玉
井
の
頓
宮
に
到
る
。
　
不
破
の
関
を
越
え
て
近
江
国
坂
田
郡
の
横
川
の
行
宮
に
着
い
た
日
、
右
大
臣
橘
諸
兄
は
一
行
か
ら
離
れ
て
山
背
国
相
楽
郡
恭
仁
郷
に
向
け
先
発
し
た
。
そ
こ
に
都
を
遷
す
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
都
造
営
の
下
準
備
を
し
て
お
く
た
め
の
先
行
で
あ
っ
た
。
　
聖
武
は
、
坂
田
郡
横
川
か
ら
犬
上
、
蒲
生
、
野
洲
を
経
て
志
賀
郡
の
粟
津
頓
宮
に
至
り
、
こ
こ
で
天
智
天
皇
ゆ
か
り
の
崇
福
寺
に
仏
を
拝
す
る
な
ど
し
て
数
日
を
す
ご
し
、
十
二
月
十
四
日
、
山
背
国
相
楽
郡
の
玉
井
頓
宮
に
着
い
た
。
相
楽
別
業
と
呼
ば
れ
る
右
大
臣
橘
諸
兄
の
別
荘
で
あ
る
。
こ
の
夏
五
月
に
聖
武
は
こ
こ
に
招
か
れ
て
二
日
ほ
ど
す
ご
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
恭
仁
郷
は
東
南
方
わ
ず
か
五
キ
ロ
ば
か
り
で
あ
る
が
、
聖
武
は
ま
ず
こ
こ
に
一
泊
し
た
。
先
発
し
た
右
大
臣
諸
兄
は
恐
ら
く
こ
の
別
荘
に
あ
っ
て
新
都
建
設
準
備
の
指
揮
を
と
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
　
そ
し
て
十
二
月
十
五
日
に
、
　
　
皇
帝
前
に
在
り
て
、
恭
仁
宮
に
幸
す
。
始
め
て
京
都
を
作
る
。
太
上
天
皇
・
皇
后
は
後
に
在
り
て
至
る
。
と
あ
る
。
聖
武
が
は
い
っ
た
「
恭
仁
宮
」
と
は
、
や
が
て
皇
都
と
な
る
恭
仁
の
京
域
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
古
く
か
ら
蕪
欝
談
挽
繧
癖
誕
無
隷
鯵
擁
轡
解
，
し
．
．
で
．
ー
．
都
．
万
葉
集
．
は
も
。
ぱ
，
刃
二
　
　
大
宰
の
時
の
梅
花
に
追
和
す
る
新
し
き
歌
六
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
み
冬
継
ぎ
春
は
来
れ
ど
梅
の
花
君
に
し
あ
ら
ね
ば
招
く
人
も
な
し
（
1
7
三
九
〇
一
）
梅
の
花
み
山
と
し
み
に
あ
り
と
も
や
か
く
の
み
君
は
見
れ
ど
飽
か
に
せ
む
（
1
7
三
九
〇
二
）
春
雨
に
萌
え
し
柳
か
梅
の
花
共
に
後
れ
ぬ
常
の
物
か
も
（
1
7
三
九
〇
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
梅
の
花
い
つ
は
折
ら
じ
と
厭
は
ね
ど
咲
き
の
盛
り
は
惜
し
き
も
の
な
り
（
1
7
三
九
〇
四
）
遊
ぶ
内
の
楽
し
き
庭
に
梅
柳
折
り
か
ざ
し
て
ば
思
ひ
な
み
か
も
（
1
7
三
九
〇
五
）
み
園
生
の
百
木
の
梅
の
散
る
花
し
天
に
飛
び
上
が
り
雪
と
降
り
け
む
（
1
7
三
九
〇
六
）
　
　
　
　
　
右
、
十
二
年
十
二
月
九
日
に
大
伴
宿
祢
書
持
作
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
右
の
左
注
は
、
諸
本
に
は
「
十
二
年
十
一
月
九
日
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
」
と
あ
る
が
、
元
暦
校
本
に
右
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
る
。
十
一
月
九
日
は
家
持
は
河
口
の
行
宮
に
居
り
、
十
二
月
九
日
は
犬
上
頓
宮
を
発
っ
て
蒲
生
郡
へ
旅
を
し
た
日
で
あ
る
。
河
口
の
行
宮
で
の
家
持
の
歌
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
巻
六
の
一
〇
二
九
の
記
録
と
別
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
二
月
九
日
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
家
持
に
は
こ
れ
だ
け
の
作
歌
の
余
裕
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
巻
十
七
所
載
の
こ
の
六
首
は
、
巻
十
七
の
巻
頭
部
分
の
い
わ
ゆ
る
拾
遺
部
に
収
め
ら
れ
て
い
て
、
巻
十
六
以
前
の
巻
々
に
収
め
た
家
持
関
係
歌
の
記
録
と
無
関
係
の
資
料
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
を
私
は
、
巻
十
七
の
こ
の
あ
と
の
記
録
も
含
め
て
書
持
資
料
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
こ
の
六
首
は
元
暦
校
本
に
記
し
残
さ
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
通
り
、
「
天
平
十
二
年
十
二
月
九
日
、
大
伴
宿
祢
書
持
作
」
で
あ
る
。
　
巻
十
七
に
は
続
い
て
次
の
歌
々
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
三
香
の
原
の
新
都
を
讃
む
る
歌
【
首
短
歌
を
井
せ
た
り
　
　
山
背
の
　
久
遽
の
都
は
　
春
さ
れ
ば
　
花
咲
き
を
を
り
　
秋
さ
れ
ば
　
黄
葉
に
ほ
ひ
　
帯
ば
せ
る
　
泉
の
川
の
　
上
つ
瀬
に
　
打
橋
　
　
渡
し
　
淀
瀬
に
は
　
浮
橋
渡
し
　
あ
り
通
ひ
　
仕
へ
ま
つ
ら
む
　
万
代
ま
で
に
（
1
7
三
九
〇
七
）
　
　
　
　
反
　
歌
　
　
た
た
　
　
楯
並
め
て
泉
の
川
の
水
脈
絶
え
ず
仕
へ
ま
つ
ら
む
大
宮
所
（
1
7
三
九
〇
八
）
　
　
　
　
　
右
、
天
平
十
三
年
二
月
、
右
馬
頭
境
部
宿
祢
老
麻
呂
作
る
。
　
　
　
　
窪
公
鳥
を
詠
む
歌
二
首
　
　
橘
は
常
花
に
も
が
ほ
と
と
ぎ
す
住
む
と
来
鳴
か
ば
聞
か
ぬ
日
な
け
む
（
1
7
三
九
〇
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
玉
に
貫
く
棟
を
家
に
植
ゑ
た
ら
ば
山
ほ
と
と
ぎ
す
離
れ
ず
来
む
か
も
（
1
7
三
九
一
〇
）
　
　
　
　
　
右
、
四
月
二
日
、
大
伴
宿
祢
書
持
、
奈
良
の
宅
よ
り
兄
家
持
に
贈
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
　
　
　
　
榿
橘
初
め
て
咲
き
、
窪
公
鳥
翻
り
哩
く
。
こ
の
時
候
に
対
ひ
て
、
誼
そ
志
を
暢
べ
ざ
ら
む
。
因
り
て
三
首
の
短
歌
を
作
り
、
　
　
　
　
欝
結
の
緒
を
散
ら
さ
ま
く
の
み
。
　
　
あ
し
ひ
き
の
山
辺
に
居
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
木
の
間
立
ち
く
き
鳴
か
ぬ
日
は
な
し
（
1
7
三
九
一
一
）
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ほ
と
と
ぎ
す
何
の
心
そ
橘
の
玉
貫
く
月
し
来
鳴
き
と
よ
む
る
（
1
7
三
九
＝
…
）
　
　
ほ
と
と
ぎ
す
棟
の
枝
に
行
き
て
居
ば
花
は
散
ら
む
な
玉
と
見
る
ま
で
（
1
7
三
九
一
三
）
　
　
　
　
　
右
、
四
月
三
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
、
久
遭
京
よ
り
弟
書
持
に
報
へ
送
る
。
　
以
上
、
書
持
の
記
録
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
家
持
の
弟
書
持
の
資
料
が
巻
十
六
ま
で
の
編
纂
に
ど
う
し
て
漏
れ
た
か
。
そ
の
編
纂
の
中
心
人
物
が
家
持
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
脱
漏
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
同
じ
く
、
十
年
七
月
七
日
の
家
持
自
身
の
歌
が
一
首
、
こ
の
巻
十
七
に
拾
い
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
考
え
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
境
部
老
麻
呂
は
伝
未
詳
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
は
家
持
や
書
持
の
近
く
に
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。
天
平
十
三
年
二
月
の
久
遽
京
讃
歌
は
記
録
上
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
　
久
蓮
京
は
天
平
十
三
年
正
月
元
旦
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
続
紀
に
、
そ
の
日
、
　
　
天
皇
、
始
め
て
恭
仁
宮
に
御
し
て
朝
を
受
く
。
宮
垣
未
だ
就
ら
ず
。
続
す
に
帷
帳
を
以
て
す
。
是
の
日
、
五
位
巳
上
を
内
裏
に
宴
　
　
す
。
禄
を
賜
ふ
こ
と
差
有
り
。
と
あ
る
。
「
御
」
は
「
御
二
大
極
殿
一
」
「
御
二
大
安
殿
一
」
「
御
二
中
宮
己
「
御
二
松
林
苑
一
」
と
用
い
ら
れ
る
。
「
恭
仁
宮
に
御
す
」
と
い
う
「
恭
仁
宮
」
は
何
を
指
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
朝
賀
を
受
け
る
場
所
は
大
極
殿
で
あ
る
。
恭
仁
宮
は
旧
臓
十
五
日
に
建
設
を
始
め
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
半
月
で
は
何
ほ
ど
も
形
を
な
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
建
設
途
上
の
「
宮
」
へ
出
御
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
わ
り
に
帷
帳
を
め
ぐ
ら
し
た
中
で
拝
賀
の
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
「
内
裏
」
で
聾
宴
が
あ
っ
た
と
あ
る
が
、
内
裏
も
ま
だ
出
来
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
、
騨
宴
は
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
れ
も
仮
宮
殿
で
行
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
　
天
平
十
三
年
正
月
十
一
日
の
条
に
、
　
　
使
を
伊
勢
大
神
宮
及
び
七
道
の
諸
社
に
遣
し
て
、
幣
を
奉
り
、
以
て
新
京
に
遷
る
状
を
告
げ
し
む
。
と
あ
る
。
遷
都
は
こ
こ
に
正
式
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
新
し
い
都
は
建
設
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
　
久
遍
京
は
、
今
の
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
で
あ
る
。
　
平
城
京
か
ら
奈
良
山
を
北
に
越
え
る
と
木
津
で
あ
る
。
笠
置
方
面
か
ら
西
流
し
て
来
た
木
津
川
が
こ
こ
で
直
角
に
北
へ
曲
が
り
、
こ
こ
か
ら
北
流
す
る
。
こ
の
川
が
泉
川
で
あ
る
。
木
津
の
町
の
東
に
鹿
背
山
が
あ
る
。
標
高
二
〇
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
泉
川
は
鹿
背
山
の
北
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を
め
ぐ
っ
て
流
れ
、
関
西
本
線
は
鹿
背
山
の
南
へ
ま
わ
り
込
み
、
こ
の
丘
陵
を
ト
ン
ネ
ル
で
く
ぐ
る
。
木
津
駅
か
ら
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ
て
七
、
八
分
で
、
加
茂
駅
で
あ
る
。
鉄
道
は
遠
慮
が
ち
に
山
裾
近
く
を
通
っ
て
い
る
の
で
、
加
茂
駅
か
ら
は
北
へ
、
四
周
を
山
に
囲
ま
れ
な
が
ら
開
け
て
い
る
。
こ
れ
が
久
魎
京
の
地
で
あ
る
。
そ
の
盆
地
の
中
央
を
東
か
ら
西
へ
泉
川
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
る
。
境
部
老
麻
呂
が
「
帯
ば
せ
る
泉
の
川
」
と
歌
っ
た
。
大
和
に
は
見
ら
れ
な
い
幅
広
い
、
水
量
曲
豆
か
な
大
河
で
あ
る
。
加
茂
駅
か
ら
北
へ
約
一
キ
ロ
、
泉
川
に
か
か
る
恭
仁
大
橋
を
渡
る
。
橋
を
過
ぎ
て
北
へ
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
行
き
、
西
へ
折
れ
て
さ
ら
に
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
恭
仁
小
学
校
が
あ
る
。
そ
の
小
学
校
の
北
に
雑
草
の
茂
る
に
ま
か
せ
た
土
壇
が
あ
り
、
礎
石
が
数
基
ち
ら
ば
っ
て
い
る
。
そ
の
土
壇
の
中
央
に
「
山
城
国
分
寺
阯
旧
恭
仁
宮
阯
」
と
刻
ん
だ
石
柱
が
立
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
山
城
国
分
寺
の
金
堂
跡
で
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。　
続
紀
、
天
平
十
八
年
九
月
二
十
九
日
の
条
に
、
と
あ
繧
誤
噸
施
鵬
籔
郵
跡
こ
そ
久
蟄
大
霞
の
跡
で
あ
亀
し
¢
…
に
残
さ
れ
た
磐
は
ほ
ん
の
竺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
基
で
、
そ
の
規
模
や
構
造
を
知
る
こ
と
は
で
き
そ
う
も
な
い
。
　
そ
こ
か
ら
東
に
小
道
を
隔
て
て
古
び
た
社
が
あ
り
、
そ
の
先
の
荒
れ
た
田
ん
ぼ
の
中
に
ま
た
土
壇
が
あ
る
。
こ
こ
は
国
分
寺
の
七
重
塔
の
跡
と
い
う
。
狭
い
土
壇
の
上
に
大
き
な
立
派
な
礎
石
が
並
ん
で
い
る
。
一
き
わ
大
き
い
塔
心
礎
も
周
囲
の
礎
石
も
上
面
が
円
形
に
刻
ま
れ
、
中
心
に
丸
い
こ
ぶ
ま
で
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
。
建
物
の
角
に
当
る
礎
石
に
は
さ
ら
に
そ
れ
と
わ
か
る
細
工
が
施
し
て
あ
る
。
こ
こ
に
「
恭
仁
宮
大
極
殿
阯
」
と
刻
ん
だ
大
き
な
石
柱
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
通
り
で
あ
れ
ば
、
こ
の
碑
は
金
堂
跡
に
立
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
山
城
国
分
寺
金
堂
跡
は
こ
の
盆
地
の
ま
さ
に
中
央
、
北
辺
に
当
た
り
、
そ
の
真
北
一
直
線
上
に
標
高
四
七
三
メ
ー
ト
ル
の
三
上
山
が
来
る
と
い
う
位
置
に
な
る
。
盆
地
の
真
北
に
そ
び
え
る
三
上
山
か
ら
引
い
た
線
を
、
い
わ
ば
朱
雀
大
路
と
し
て
、
こ
れ
を
都
造
り
の
基
線
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
、
こ
の
金
堂
跡
の
あ
た
り
か
ら
北
一
帯
の
字
名
を
登
大
路
と
い
う
。
こ
こ
に
久
遍
京
大
極
殿
が
あ
り
、
内
裏
が
あ
っ
た
こ
と
は
動
か
し
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
考
古
学
的
に
は
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
は
ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
国
分
寺
跡
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
れ
が
久
魎
京
と
ま
っ
た
く
重
な
る
の
か
ど
う
か
。
こ
こ
で
出
土
し
た
軒
瓦
類
の
中
に
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
す
る
瓦
に
類
似
し
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
続
紀
、
天
平
十
五
年
十
二
月
二
十
六
日
の
記
事
の
後
に
、
　
　
初
め
平
城
の
大
極
殿
井
び
に
歩
廊
を
壊
ち
て
、
恭
仁
宮
に
遷
し
造
る
こ
と
四
年
に
し
て
、
と
あ
っ
て
、
平
城
宮
の
大
極
殿
と
歩
廊
を
解
体
し
て
久
趣
京
に
移
築
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
両
者
を
関
連
づ
け
て
、
わ
ず
か
に
、
山
城
国
分
寺
金
堂
跡
を
久
魎
京
大
極
殿
と
す
る
考
古
学
的
根
拠
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
久
遍
京
の
位
置
は
厳
密
に
言
え
ば
ま
だ
不
確
か
な
の
で
あ
る
。
　
続
紀
、
天
平
十
三
年
閏
三
月
九
日
の
条
に
、
　
　
使
を
遣
し
て
平
城
宮
の
兵
器
を
甕
原
宮
に
運
ば
し
む
。
と
あ
る
。
平
城
宮
か
ら
移
し
た
兵
器
は
ひ
と
ま
ず
、
聖
武
の
仮
宮
殿
で
あ
っ
た
甕
原
離
宮
に
運
び
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
「
甕
原
宮
」
と
記
し
た
の
は
甕
原
離
宮
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
聖
武
は
ま
こ
と
に
性
急
で
あ
っ
た
。
同
勢
難
ポ
璋
大
覇
臣
ー
部
卿
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
馨
に
詔
し
て
曰
は
く
「
今
よ
り
以
後
五
位
以
上
㌦
　
　
意
の
ま
ま
に
平
城
に
住
む
こ
と
を
得
ざ
れ
。
も
し
事
故
有
り
て
応
に
退
き
帰
ら
む
に
は
、
官
符
を
被
ふ
り
賜
ひ
て
、
然
し
て
後
に
之
　
　
を
聴
せ
。
其
の
平
城
に
現
在
す
る
者
は
今
日
の
内
を
限
り
て
、
悉
く
に
皆
催
し
発
せ
よ
。
自
余
の
他
所
に
散
在
す
る
者
も
亦
宜
し
く
　
　
急
に
追
す
べ
し
。
と
あ
る
。
五
位
以
上
の
官
人
達
へ
の
厳
し
い
勅
命
で
あ
る
。
「
わ
け
が
あ
っ
て
平
城
の
旧
宅
に
帰
る
者
で
も
所
轄
官
庁
の
許
可
証
が
な
け
れ
ば
入
京
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
現
在
平
城
に
残
っ
て
い
る
者
は
今
日
中
に
皆
出
発
す
る
よ
う
に
督
促
せ
よ
。
平
城
京
外
に
住
ん
で
い
る
者
も
急
ぎ
出
立
さ
せ
よ
。
」
と
い
う
、
平
城
京
留
守
官
大
野
東
人
・
藤
原
豊
成
へ
の
勅
命
で
あ
っ
た
。
　
家
持
は
内
舎
人
と
し
て
伊
勢
行
幸
以
来
聖
武
に
供
奉
し
、
聖
武
に
近
侍
し
て
そ
の
ま
ま
久
魎
の
新
京
に
居
た
。
弟
書
持
は
ま
だ
無
位
無
官
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
た
び
の
御
触
が
あ
っ
て
も
平
城
京
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
で
き
た
。
　
閏
三
月
十
一
日
の
御
触
に
よ
っ
て
平
城
京
に
は
五
位
以
上
の
官
人
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
平
城
は
急
に
寂
し
く
な
っ
た
。
四
月
二
日
、
平
城
の
宅
で
書
持
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
詠
ん
で
兄
家
持
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
詠
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
翌
日
直
ち
に
報
え
た
家
持
の
歌
か
ら
も
想
像
さ
れ
よ
う
。
折
り
返
し
報
え
た
と
い
う
そ
の
こ
と
と
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
歌
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
欝
結
の
心
を
散
ら
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
尋
常
で
は
な
い
。
そ
の
欝
結
の
心
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
　
伊
勢
行
幸
従
駕
中
の
家
持
の
歌
五
首
中
に
見
ら
れ
る
吾
妹
子
の
手
枕
を
偲
ぶ
思
い
が
い
さ
さ
か
で
も
真
実
な
ら
ば
、
旅
が
終
っ
て
か
ら
も
、
妻
坂
上
大
嬢
と
は
恭
仁
と
平
城
と
に
別
れ
た
ま
ま
で
あ
る
こ
と
は
、
若
い
家
持
の
心
を
憂
欝
に
と
ざ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
。
　
天
平
十
一
年
六
月
、
家
持
が
妾
を
亡
く
し
た
時
、
そ
の
亡
妾
悲
傷
歌
に
書
持
は
兄
の
心
に
な
っ
て
和
し
て
い
る
。
こ
の
度
の
兄
家
持
に
贈
る
「
ほ
と
と
ぎ
す
詠
」
も
、
た
だ
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
詠
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
書
持
の
二
首
に
歌
わ
れ
た
心
は
一
つ
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
わ
が
家
に
住
み
つ
い
て
絶
え
間
な
く
そ
の
鳴
き
声
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
で
あ
る
。
書
持
の
歌
は
ほ
と
と
ぎ
す
に
兄
を
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
よ
う
な
露
骨
な
も
の
で
は
な
く
、
兄
へ
の
思
い
を
こ
め
て
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
歌
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
家
持
の
三
首
は
書
持
の
歌
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
。
後
年
、
家
持
は
異
常
な
ほ
ど
ほ
と
と
ぎ
す
に
執
す
る
が
、
こ
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
詠
」
三
首
は
家
持
に
と
っ
て
そ
の
初
作
で
あ
る
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
書
持
に
よ
っ
て
種
を
蒔
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
心
情
を
説
明
し
た
詞
書
（
書
簡
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
）
を
添
え
て
即
日
応
じ
た
こ
と
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
へ
の
思
い
は
家
持
に
と
っ
て
も
に
わ
か
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
三
首
の
第
｝
首
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
木
の
間
立
ち
く
き
鳴
か
ぬ
日
は
な
し
」
（
三
九
一
一
）
と
い
う
、
ほ
と
と
ぎ
す
の
動
き
を
適
確
に
と
ら
え
、
借
物
で
な
い
独
自
の
表
現
で
歌
っ
て
い
る
。
　
「
ほ
と
と
ぎ
す
詠
」
三
首
は
家
持
の
久
魎
京
に
お
け
る
最
初
の
歌
詠
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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天
平
十
三
年
の
夏
が
過
ぎ
た
。
　
続
紀
、
秋
七
月
十
日
の
条
に
、
　
　
太
上
天
皇
、
新
宮
に
移
御
す
。
天
皇
、
河
の
頭
に
迎
へ
奉
る
。
と
あ
る
。
元
正
上
皇
を
平
城
か
ら
新
し
い
宮
に
迎
え
る
ほ
ど
に
、
新
宮
は
形
を
成
し
て
来
た
の
だ
ろ
う
。
　
八
月
二
十
八
日
に
、
　
　
平
城
の
二
市
を
恭
仁
京
に
遷
す
。
と
あ
る
。
平
城
京
に
あ
っ
た
東
市
・
西
市
を
久
遍
京
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
都
の
庶
民
の
生
活
も
い
よ
い
よ
新
京
で
始
ま
る
の
だ
ろ
う
。
　
九
月
十
二
日
に
、
　
　
木
工
頭
正
四
位
下
智
努
王
、
民
部
卿
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
、
散
位
外
従
五
位
下
高
丘
連
河
内
、
主
税
頭
外
従
五
位
下
文
忌
寸
　
　
黒
麻
呂
の
四
人
を
遣
し
て
京
都
の
百
姓
に
宅
地
を
班
ち
給
は
し
む
。
賀
世
山
の
西
道
よ
り
以
東
を
左
京
と
為
し
、
以
西
を
右
京
と
為
　
　
す
。
と
あ
る
。
新
京
に
住
も
う
と
い
う
一
般
庶
民
に
宅
地
を
分
配
し
た
の
で
あ
る
。
新
京
の
区
画
整
理
も
で
き
上
が
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
新
京
の
区
割
り
は
鹿
背
山
の
西
の
道
よ
り
東
を
左
京
と
し
、
以
西
を
右
京
と
し
た
。
こ
の
続
紀
の
記
載
は
、
京
域
と
し
て
鹿
背
山
の
西
の
今
の
木
津
町
、
山
城
町
を
も
取
り
込
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
京
の
構
想
は
ま
こ
と
に
壮
大
で
あ
っ
た
。
い
や
、
巧
妙
と
い
う
べ
き
か
。　
鹿
背
山
の
西
と
は
、
鹿
背
山
の
北
麓
を
め
ぐ
っ
て
西
流
し
て
来
た
木
津
川
が
大
き
く
北
へ
曲
る
と
こ
ろ
の
流
域
一
帯
で
、
そ
の
カ
ー
ブ
の
内
側
が
山
城
町
、
カ
ー
ブ
の
外
が
木
津
町
に
当
る
。
こ
の
右
京
に
宅
地
が
用
意
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
平
城
京
の
民
の
大
部
分
が
移
る
な
ら
ば
、
こ
の
右
京
を
考
え
な
い
限
り
十
分
な
宅
地
の
分
配
は
不
可
能
で
あ
る
。
　
九
月
三
十
日
に
、
　
　
宇
治
及
び
山
科
に
行
幸
す
。
五
位
已
上
は
皆
悉
く
駕
に
従
ふ
。
　
十
月
二
日
に
、
　
　
車
駕
、
京
に
還
る
。
と
あ
る
。
家
持
は
内
舎
人
と
し
て
こ
の
行
幸
に
も
従
駕
し
た
だ
ろ
う
。
　
十
一
月
二
十
一
日
に
、
　
　
右
大
臣
橘
宿
祢
諸
兄
奏
す
。
「
此
間
の
朝
廷
を
何
の
名
号
を
以
て
か
万
代
に
伝
へ
む
。
」
と
。
　
天
皇
勅
し
て
曰
は
く
、
「
号
し
て
大
養
　
　
徳
恭
仁
大
宮
と
せ
む
。
」
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ま
と
の
く
　
に
の
お
お
み
や
　
新
し
い
宮
の
正
式
の
名
を
、
聖
武
は
「
大
養
徳
恭
仁
大
宮
」
と
定
め
た
。
久
逓
新
京
の
完
成
の
ま
近
い
こ
と
を
知
る
記
事
で
も
あ
る
。
13
し
か
し
、
建
設
を
始
め
て
一
年
に
満
た
な
い
。
宮
殿
の
中
で
最
も
大
切
な
大
極
殿
は
ま
だ
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
　
天
平
十
四
年
正
月
一
日
の
条
に
、
　
　
百
官
朝
賀
す
。
大
極
殿
未
だ
成
ら
ず
。
権
に
四
阿
の
殿
を
造
り
て
、
此
に
於
て
朝
を
受
く
。
と
あ
る
。
遷
都
二
年
目
の
元
日
を
迎
え
た
が
、
大
極
殿
は
ま
だ
完
成
せ
ず
、
仮
造
り
の
建
物
で
聖
武
は
朝
賀
を
受
け
た
。
　
同
正
月
十
六
日
の
条
に
、
　
　
天
皇
、
大
安
殿
に
御
し
て
、
群
臣
を
宴
す
。
酒
酎
な
る
と
き
に
五
節
田
舞
を
奏
す
。
と
あ
る
。
大
安
殿
と
は
大
極
殿
の
意
で
あ
ろ
う
。
元
日
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
も
の
が
今
完
成
し
た
か
の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
「
大
安
殿
」
は
大
極
殿
で
は
な
い
ら
し
い
。
二
月
三
日
に
大
宰
府
か
ら
新
羅
の
使
者
一
八
七
人
が
来
朝
し
た
こ
と
を
伝
え
て
来
た
が
、
新
京
の
宮
殿
が
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
の
で
大
宰
府
で
接
待
し
て
帰
ら
せ
る
よ
う
、
五
日
に
勅
し
て
い
る
。
外
国
使
節
を
謁
見
す
る
大
極
殿
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
こ
の
二
月
五
日
に
、
　
　
是
の
日
、
始
め
て
恭
仁
京
の
東
北
の
道
を
開
き
て
、
近
江
国
甲
賀
郡
に
通
す
。
と
あ
る
。
久
遍
京
か
ら
東
北
へ
和
束
川
に
沿
っ
て
近
江
国
甲
賀
郡
に
至
る
道
路
の
建
設
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
　
八
月
十
一
日
に
、
　
　
詔
し
て
曰
は
く
、
「
朕
将
に
近
江
国
甲
賀
郡
紫
香
楽
村
に
行
幸
せ
む
。
」
と
。
と
あ
る
。
甲
賀
郡
へ
の
道
路
建
設
は
、
甲
賀
郡
紫
香
楽
へ
行
幸
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
紫
香
楽
に
離
宮
を
造
る
造
宮
司
を
任
命
し
て
い
る
。
　
八
月
二
十
七
日
に
、
　
　
紫
香
楽
宮
に
行
幸
す
。
…
…
即
日
、
車
駕
紫
香
楽
宮
に
至
る
。
　
九
月
四
日
に
、
　
　
車
駕
、
恭
仁
京
に
還
る
。
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
屡
々
行
わ
れ
る
聖
武
の
紫
香
楽
宮
行
幸
の
第
一
回
の
記
録
で
あ
る
。
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紫
香
楽
宮
は
久
魎
京
か
ら
東
北
へ
約
三
〇
キ
ロ
、
滋
賀
県
甲
賀
郡
信
楽
町
黄
瀬
に
そ
の
遺
跡
が
あ
る
。
国
鉄
信
楽
線
が
貴
生
川
駅
を
出
る
と
や
が
て
両
岸
の
迫
る
美
し
い
難
流
に
沿
っ
て
西
へ
走
る
。
信
楽
線
は
貴
生
川
・
信
楽
間
一
四
・
八
キ
ロ
、
も
ち
ろ
ん
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
カ
ー
で
あ
る
。
貴
生
川
か
ら
二
〇
分
で
渓
谷
を
抜
け
南
ヘ
カ
ー
ブ
し
て
雲
井
駅
で
あ
る
。
こ
こ
は
南
を
頂
点
と
し
て
逆
正
三
角
形
の
盆
地
に
な
っ
て
い
る
。
正
三
角
形
の
一
辺
約
一
・
五
キ
ロ
の
小
盆
地
で
あ
る
。
南
の
頂
点
に
集
落
が
あ
り
雲
井
駅
が
あ
る
。
こ
の
逆
正
三
角
形
の
ま
さ
に
中
点
の
位
置
に
紫
香
楽
宮
跡
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
言
え
ば
南
西
の
方
角
に
、
久
魎
京
か
ら
の
道
路
が
通
っ
て
い
る
。
私
は
雲
井
駅
を
通
過
し
て
次
の
勅
旨
駅
で
下
車
し
、
そ
こ
か
ら
東
北
へ
の
道
を
歩
い
て
紫
香
楽
宮
跡
を
た
ず
ね
て
み
た
。
聖
武
の
は
い
っ
た
よ
う
に
。
そ
こ
は
大
戸
川
の
作
る
渓
谷
だ
が
、
そ
の
流
域
は
広
く
ゆ
っ
た
り
し
て
川
を
は
さ
ん
で
田
畑
が
続
き
、
道
路
に
沿
っ
て
集
落
が
点
在
す
る
。
雲
井
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
左
右
の
山
が
遠
の
い
て
、
い
さ
さ
か
な
る
盆
地
に
な
る
。
こ
こ
が
終
点
で
あ
る
。
久
遍
京
か
ら
の
道
の
行
き
ど
ま
り
だ
。
紫
香
楽
宮
は
山
に
包
ま
れ
て
い
た
。
一
辺
わ
ず
か
一
・
五
キ
ロ
の
正
三
角
形
の
盆
地
は
、
ま
る
で
両
手
の
掌
に
包
ま
れ
た
感
じ
だ
。
聖
武
が
求
め
た
も
の
は
こ
れ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
聖
武
の
神
経
に
平
城
京
は
あ
ま
り
に
も
広
々
と
し
て
落
ち
つ
け
な
か
っ
た
。
久
遽
京
を
求
め
て
み
た
が
、
こ
れ
で
さ
え
聖
武
に
は
広
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
聖
武
に
こ
こ
は
ぴ
っ
た
り
だ
と
、
私
は
思
っ
た
。
こ
の
盆
地
の
入
口
に
立
っ
て
初
め
て
聖
武
の
求
め
て
い
た
も
の
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
　
紫
香
楽
宮
跡
と
言
わ
れ
る
礎
石
群
は
そ
の
盆
地
の
中
央
の
高
み
に
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
完
壁
な
伽
藍
配
置
の
形
を
示
し
て
い
る
。
中
門
跡
・
金
堂
跡
・
講
堂
跡
・
僧
房
跡
・
小
子
房
跡
の
礎
石
が
は
っ
き
り
と
残
さ
れ
、
鐘
楼
跡
・
経
蔵
跡
・
塔
跡
も
見
ら
れ
る
。
廻
廊
跡
も
た
ど
ら
れ
る
。
　
続
紀
、
天
平
十
五
年
十
月
十
九
日
の
条
に
、
　
　
皇
帝
、
紫
香
楽
宮
に
御
す
。
盧
舎
那
仏
の
像
を
造
り
奉
ら
む
が
た
め
に
、
始
め
て
寺
地
を
開
く
。
と
あ
る
。
紫
香
楽
宮
に
近
接
し
た
地
に
、
盧
舎
那
仏
像
を
安
置
す
る
「
寺
」
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
　
天
平
十
六
年
十
一
月
十
三
日
の
条
に
、
　
　
甲
賀
寺
に
始
め
て
盧
舎
那
仏
像
の
体
骨
柱
を
建
つ
。
天
皇
親
臨
し
て
、
手
つ
か
ら
其
の
縄
を
引
く
。
と
あ
る
。
こ
れ
が
「
甲
賀
寺
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
紫
香
楽
宮
は
天
平
十
五
年
に
は
都
と
し
て
の
造
営
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
は
の
ち
に
、
「
甲
賀
宮
国
分
寺
」
と
呼
ば
れ
る
寺
が
あ
っ
た
。
天
平
勝
宝
三
年
十
二
月
十
八
日
の
『
奴
碑
見
来
帳
』
に
は
こ
の
名
が
15
あ
る
と
い
う
。
　
紫
香
楽
宮
跡
と
よ
ば
れ
る
こ
の
伽
藍
遺
跡
は
、
紫
香
楽
宮
を
改
め
て
国
分
寺
と
し
た
そ
の
跡
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
は
こ
の
遺
跡
は
、
宮
殿
ら
し
い
建
物
の
跡
が
全
く
な
い
。
あ
る
い
は
、
甲
賀
寺
が
国
分
寺
に
あ
て
ら
れ
た
そ
の
跡
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
っ
た
な
ら
ば
、
紫
香
楽
宮
の
遺
跡
は
別
の
所
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
逆
正
三
角
形
の
盆
地
の
中
心
の
あ
た
り
に
紫
香
楽
宮
の
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
そ
の
年
（
天
平
十
四
年
）
十
二
月
二
十
九
日
に
、
　
　
紫
香
楽
宮
に
行
幸
す
。
　
十
五
年
正
月
一
日
に
、
　
　
右
大
臣
橘
宿
祢
諸
兄
を
遣
し
て
、
在
前
に
恭
仁
京
に
還
ら
し
む
。
　
同
二
日
に
、
　
　
車
駕
、
紫
香
楽
よ
り
至
れ
り
。
　
同
三
日
に
、
　
　
天
皇
、
大
極
殿
に
御
し
て
、
百
官
朝
賀
す
。
と
あ
る
。
天
平
十
四
年
の
十
二
月
は
、
続
紀
記
載
の
十
五
年
正
月
一
日
の
干
支
が
辛
丑
で
あ
る
の
に
よ
れ
ば
小
の
月
と
な
る
。
紫
香
楽
宮
に
行
幸
し
た
十
二
月
二
十
九
日
は
大
晦
日
で
あ
っ
た
。
行
幸
に
際
し
て
久
遍
京
の
留
守
官
が
任
命
さ
れ
て
い
て
、
続
紀
に
、
知
太
政
官
事
鈴
鹿
王
・
左
大
弁
巨
勢
奈
氏
麻
呂
・
右
大
弁
紀
飯
麻
呂
・
民
部
卿
藤
原
仲
麻
呂
の
四
人
と
あ
る
。
右
大
臣
橘
諸
兄
は
従
駕
し
、
翌
日
の
元
旦
に
は
聖
武
の
命
で
先
に
久
遍
京
に
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
聖
武
は
二
日
に
久
遍
京
に
帰
還
し
、
翌
三
日
に
大
極
殿
で
朝
賀
を
受
け
た
。
久
遍
京
の
大
極
殿
で
の
朝
賀
は
始
め
て
で
あ
る
。
　
十
五
年
四
月
三
日
に
、
　
　
紫
香
楽
に
行
幸
す
。
　
同
十
六
日
に
、
　
　
車
駕
、
宮
に
還
る
。
16
と
あ
る
。
第
三
回
の
紫
香
楽
行
幸
で
あ
る
が
、
こ
の
時
の
久
遍
京
の
留
守
官
は
、
右
大
臣
橘
諸
兄
・
巨
勢
奈
旦
麻
呂
・
紀
飯
麻
呂
と
あ
る
。
諸
兄
が
残
っ
て
、
鈴
鹿
王
と
藤
原
仲
麻
呂
が
お
供
し
た
。
　
同
年
七
月
二
十
六
日
に
、
　
　
紫
香
楽
宮
に
行
幸
す
。
左
大
臣
橘
宿
祢
諸
兄
、
知
太
政
官
事
鈴
鹿
王
、
中
納
言
巨
勢
奈
互
麻
呂
を
以
て
留
守
と
為
す
。
と
あ
る
。
第
四
回
の
行
幸
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
紫
香
楽
滞
在
は
、
第
一
回
は
七
日
、
第
二
回
は
年
を
越
し
て
三
日
、
第
三
回
は
十
四
日
、
そ
し
て
第
四
回
は
一
月
た
っ
て
も
二
月
た
っ
て
も
帰
ろ
う
と
し
な
い
。
十
月
十
五
日
に
は
紫
香
楽
宮
で
盧
舎
那
大
仏
の
造
営
を
発
願
し
た
。
　
同
十
月
十
六
日
に
は
、
　
　
東
海
・
東
山
・
北
陸
三
道
廿
五
国
の
今
年
の
調
庸
等
の
物
は
皆
、
紫
香
楽
宮
に
貢
せ
し
む
。
と
あ
り
、
　
十
一
月
二
日
に
、
　
　
天
皇
、
恭
仁
宮
に
還
る
。
車
駕
、
紫
香
楽
に
に
留
ま
り
連
る
こ
と
、
凡
そ
四
月
な
り
。
と
あ
る
。
第
四
回
目
の
紫
香
楽
行
幸
の
滞
在
日
数
は
、
実
に
九
十
五
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
の
留
守
は
知
太
政
官
事
鈴
鹿
王
・
右
大
臣
橘
諸
兄
中
納
言
・
巨
勢
奈
旦
麻
呂
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
藤
原
仲
麻
呂
は
今
度
も
お
供
を
し
た
。
　
天
平
十
三
年
か
ら
の
久
遍
京
で
の
歌
は
、
第
二
章
に
大
伴
書
持
の
資
料
か
ら
か
と
論
じ
た
巻
十
七
所
載
の
歌
群
を
第
一
群
と
し
て
、
全
部
で
四
群
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
第
二
群
は
、
家
持
を
中
心
と
す
る
相
聞
歌
群
で
あ
る
。
　
　
巻
四
　
　
　
　
七
六
五
～
七
九
〇
　
　
巻
八
春
相
聞
一
四
六
四
　
　
　
　
　
秋
相
聞
一
六
三
一
、
一
六
三
二
　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
作
歌
年
月
未
詳
で
あ
る
。
久
蓮
京
の
あ
っ
た
天
平
十
三
年
春
か
ら
恐
ら
く
十
五
年
秋
ま
で
の
作
で
あ
る
。
第
二
群
の
作
者
お
よ
び
そ
の
相
聞
の
対
手
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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大
伴
家
持
　
　
贈
坂
上
大
嬢
歌
　
　
贈
紀
女
郎
歌
　
　
贈
娘
子
歌
　
　
贈
安
倍
女
郎
歌
　
　
贈
藤
原
久
須
麻
呂
歌
　
紀
女
郎
　
　
贈
大
伴
家
持
歌
　
　
贈
友
歌
　
藤
原
女
郎
　
　
和
大
伴
家
持
歌
　
藤
原
久
須
麻
呂
　
　
報
大
伴
家
持
歌
第
三
群
は
、
　
作
者
未
詳
　
　
傷
惜
寧
楽
京
荒
嘘
作
歌
　
田
辺
福
麻
呂
歌
集
　
　
悲
寧
楽
故
郷
作
歌
　
　
讃
久
魎
新
京
歌
五一三七〇
首首首首首首首一首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
首
巻
六
の
巻
末
に
追
補
の
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
田
辺
福
麻
呂
歌
集
の
歌
お
よ
び
作
者
未
詳
歌
で
あ
る
。
三
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
歌
一
首
・
反
歌
二
首
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
歌
二
首
・
反
歌
七
首
　
久
魎
京
時
代
に
年
次
の
明
ら
か
な
公
的
な
歌
の
記
録
は
ま
っ
た
く
な
く
、
前
述
の
紫
香
楽
宮
へ
の
行
幸
な
ど
に
も
歌
詠
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
わ
ず
か
に
田
辺
福
麻
呂
の
久
遍
京
讃
歌
が
二
首
、
そ
れ
も
い
つ
作
っ
た
の
か
そ
の
時
も
そ
の
場
も
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
に
、
残
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
18
　
　
久
通
の
新
し
き
京
を
讃
む
る
歌
二
首
　
短
歌
を
井
せ
た
り
現
つ
神
　
わ
が
大
君
の
　
天
の
下
　
八
嶋
の
中
に
　
国
は
し
も
　
多
く
あ
れ
ど
も
　
里
は
し
も
し
き
国
と
　
川
な
み
の
　
立
ち
合
ふ
郷
と
　
山
背
の
　
鹿
背
山
の
際
に
　
宮
柱
　
太
敷
き
奉
り
み
　
瀬
の
音
ぞ
清
き
　
山
近
み
　
鳥
が
音
と
よ
む
　
秋
さ
れ
ば
　
山
も
と
ど
ろ
に
　
さ
男
鹿
は
　
　
し
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ふ
辺
も
繁
に
　
巌
に
は
　
花
咲
き
を
を
り
　
あ
な
お
も
し
ろ
　
布
当
の
原
　
い
と
貴
と
　
大
宮
所
な
が
ら
　
聞
か
し
た
ま
ひ
て
　
さ
す
竹
の
　
大
宮
こ
こ
と
　
定
め
け
ら
し
も
（
6
一
〇
五
〇
）
　
　
反
歌
二
首
三
日
の
原
布
当
の
野
辺
を
清
み
こ
そ
大
宮
所
（
一
に
云
ふ
、
山
高
く
川
の
瀬
清
し
百
代
ま
で
神
し
み
行
か
む
大
宮
所
（
6
一
〇
五
二
）
さ
は
に
あ
れ
ど
も
　
山
並
の
　
宜
　
　
　
　
　
ふ
た
ぎ
高
知
ら
す
　
布
当
の
宮
は
　
河
近
妻
呼
び
と
よ
め
　
春
さ
れ
ば
　
岡
う
べ
し
こ
そ
　
わ
が
大
君
は
　
君
こ
こ
と
標
さ
し
）
定
め
け
ら
し
も
（
6
一
〇
五
一
）
　
　
わ
が
大
君
　
神
の
命
の
　
高
知
ら
す
　
布
当
の
宮
は
　
百
樹
も
り
　
山
は
木
高
し
　
落
ち
た
ぎ
つ
　
瀬
の
音
も
清
し
　
鴬
の
　
来
鳴
　
　
く
春
へ
は
　
巌
に
は
　
山
下
光
り
　
錦
な
す
　
花
咲
き
を
を
り
　
さ
男
鹿
の
　
妻
呼
ぶ
秋
は
　
天
霧
ら
ふ
　
し
ぐ
れ
を
い
た
み
　
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
せ
　
　
　
あ
　
　
丹
つ
ら
ふ
黄
葉
散
り
つ
つ
　
八
千
年
に
生
れ
つ
か
し
つ
つ
　
天
の
下
知
ら
し
め
さ
む
と
百
代
に
も
変
る
ま
し
じ
き
大
　
　
宮
所
（
6
一
〇
五
三
）
　
　
　
　
反
歌
五
首
　
　
泉
川
行
く
瀬
の
水
の
絶
え
ば
こ
そ
大
宮
所
う
つ
ろ
ひ
行
か
め
（
6
一
〇
五
四
）
　
　
布
当
山
山
並
見
れ
ば
百
代
に
も
変
る
ま
し
じ
き
大
宮
所
（
6
一
〇
五
五
）
　
　
を
と
め
　
　
　
　
う
み
を
　
　
娘
子
ら
が
続
麻
か
く
と
い
ふ
鹿
背
の
山
時
の
行
け
れ
ば
都
と
な
り
ぬ
（
6
［
〇
五
六
）
　
　
鹿
背
の
山
木
立
を
繁
み
朝
去
ら
ず
来
鳴
き
と
よ
も
す
鴬
の
声
（
6
一
〇
五
七
）
　
　
狛
山
に
鳴
く
ほ
と
と
ぎ
す
泉
川
渡
り
を
遠
み
こ
こ
に
通
は
ず
（
一
に
云
ふ
、
渡
り
遠
み
か
通
は
ざ
る
ら
む
）
（
6
一
〇
五
八
）
　
「
三
日
の
原
」
は
小
稿
で
も
す
で
に
「
甕
原
」
の
表
記
を
用
い
て
記
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
元
明
天
皇
が
甕
原
離
宮
に
し
ば
し
ば
行
幸
し
て
い
た
こ
と
が
続
紀
に
あ
り
、
そ
の
宮
跡
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
鹿
背
山
の
北
山
、
木
津
川
の
南
岸
の
平
地
、
加
茂
町
法
花
寺
ヱ9
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
か
の
は
ら
野
の
あ
た
り
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
加
茂
町
の
北
部
、
木
津
川
の
北
は
も
と
瓶
原
村
で
あ
っ
た
。
今
、
加
茂
町
に
合
併
さ
れ
て
そ
の
村
名
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
福
麻
呂
は
後
に
廃
都
と
な
っ
た
久
魎
京
を
傷
む
歌
も
作
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
く
り
返
し
「
三
日
の
原
久
遽
の
京
」
と
歌
っ
て
い
る
。
　
「
布
当
の
野
」
「
布
当
の
原
」
「
布
当
山
」
「
布
当
の
宮
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
「
布
当
」
の
地
名
は
今
は
な
い
。
「
布
当
の
宮
」
は
も
ち
ろ
ん
久
遍
の
宮
で
あ
り
、
そ
の
宮
は
布
当
の
原
に
、
こ
の
布
当
の
野
が
清
ら
か
で
大
宮
所
と
し
て
貴
い
か
ら
と
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
と
歌
っ
て
い
る
。
「
三
日
の
原
布
当
の
野
辺
」
と
あ
る
が
、
布
当
の
原
は
三
日
の
原
と
同
地
で
あ
ろ
う
。
　
「
狛
山
」
は
鹿
背
山
と
木
津
川
を
は
さ
ん
で
相
対
し
て
い
る
、
木
津
川
の
北
岸
の
山
地
で
あ
る
。
泉
川
に
沿
っ
て
木
津
か
ら
甕
原
に
入
ろ
う
と
す
る
時
、
北
か
ら
狛
山
が
、
南
か
ら
鹿
背
山
が
、
門
を
な
す
ご
と
く
に
迫
っ
て
い
る
。
　
久
遮
京
を
と
り
か
こ
む
自
然
の
美
し
さ
を
福
麻
呂
は
長
歌
二
首
・
短
歌
七
首
で
歌
い
上
げ
て
く
れ
た
が
、
家
持
は
久
蓮
京
時
代
を
ほ
と
ん
ど
相
聞
歌
で
明
け
暮
れ
た
。
そ
れ
が
第
二
群
の
歌
々
で
あ
る
。
　
そ
の
状
況
が
一
変
し
た
の
が
天
平
十
五
年
八
月
十
六
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
か
ら
後
の
歌
を
ま
と
め
て
第
四
群
と
す
る
。
四
一一　20　一一一
　
久
魎
京
の
歌
第
四
群
は
、
　
　
巻
六
　
　
　
　
一
〇
三
七
～
一
〇
四
三
　
　
巻
八
　
秋
雑
歌
一
五
九
七
～
一
六
〇
五
　
天
平
十
五
年
八
月
十
六
日
か
ら
十
六
年
正
月
十
一
日
ま
で
の
歌
群
で
あ
る
。
天
平
十
六
年
関
正
月
一
日
に
、
天
皇
は
群
臣
に
久
魎
京
と
難
波
宮
の
優
劣
を
問
う
て
い
る
。
す
で
に
こ
の
時
、
天
皇
は
久
遍
京
を
捨
て
て
難
波
宮
に
移
る
意
志
を
固
め
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
天
平
十
六
年
正
月
で
久
遍
京
時
代
は
実
質
上
終
っ
た
と
見
て
い
い
だ
ろ
う
。
右
の
第
四
群
は
、
ま
さ
に
久
魎
京
終
焉
に
至
る
時
期
の
歌
で
あ
る
。
　
天
平
十
三
年
四
月
三
日
の
歌
以
来
、
久
遍
京
時
代
に
お
い
て
作
歌
年
次
の
明
記
さ
れ
た
歌
は
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
突
如
と
し
て
年
月
が
、
そ
の
日
付
ま
で
が
明
記
さ
れ
た
十
五
年
八
月
十
六
日
は
尋
常
で
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
が
巻
六
に
も
巻
八
に
も
あ
る
。
　
A
　
　
十
五
年
癸
未
秋
八
月
十
六
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
、
久
魎
京
を
讃
め
て
作
る
歌
一
首
　
　
今
造
る
久
遍
の
都
は
山
川
の
清
け
き
見
れ
ば
う
べ
知
ら
す
ら
し
（
6
一
〇
三
七
）
　
　
　
　
高
丘
河
内
連
の
歌
二
首
　
　
故
郷
は
遠
く
も
あ
ら
ず
一
重
山
越
ゆ
る
が
か
ら
に
思
ひ
そ
我
が
せ
し
（
6
一
〇
三
八
）
　
　
わ
が
背
子
と
二
人
し
居
れ
ば
山
高
み
里
に
は
月
は
照
ら
ず
と
も
よ
し
（
6
一
〇
三
九
）
　
B
　
　
大
伴
宿
祢
家
持
の
鹿
鳴
の
歌
二
首
　
　
山
彦
の
相
と
よ
む
ま
で
妻
恋
に
鹿
鳴
く
山
辺
に
ひ
と
り
の
み
し
て
（
8
一
六
〇
二
）
　
　
こ
の
こ
ろ
の
朝
明
に
聞
け
ば
あ
し
ひ
き
の
山
呼
び
と
め
さ
男
鹿
鳴
く
も
（
8
一
六
9
二
）
　
　
　
　
　
右
の
二
首
、
天
平
十
五
年
癸
未
八
月
十
六
日
に
作
る
。
　
A
の
家
持
歌
は
久
遽
京
讃
歌
で
あ
る
。
短
歌
一
首
だ
が
、
家
持
に
と
っ
て
初
め
て
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、
画
期
的
な
作
品
で
あ
る
。
天
平
十
五
年
八
月
も
久
遍
京
は
ま
だ
建
設
中
で
あ
っ
た
。
　
続
紀
、
天
平
十
五
年
十
二
月
二
十
四
日
の
条
に
、
と
あ
雛
醐
難
羅
楚
罵
鋤
紫
に
曼
ー
二
月
二
＋
六
日
の
続
紀
の
記
事
の
終
2
瑠
　
　
初
め
て
平
城
の
大
極
殿
並
び
に
歩
廊
を
壊
ち
て
恭
仁
宮
に
遷
し
造
る
こ
と
、
こ
こ
に
四
年
に
し
て
、
そ
の
功
、
纏
か
に
畢
ふ
。
用
度
　
　
の
費
や
す
と
こ
ろ
勝
え
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
是
に
至
り
て
更
に
紫
香
楽
宮
を
造
る
。
循
ち
恭
仁
宮
の
造
作
を
停
む
。
と
あ
る
。
家
持
が
「
今
造
る
久
遍
の
都
」
の
讃
歌
を
作
っ
た
八
月
十
六
日
か
ら
四
ケ
月
余
り
で
、
そ
の
造
作
が
ス
ト
ツ
プ
す
る
こ
と
は
、
神
な
ら
ぬ
身
に
は
わ
か
る
は
ず
も
な
い
。
そ
れ
を
思
え
ば
ま
こ
と
に
空
し
い
讃
歌
で
あ
る
。
空
し
い
と
言
え
ば
、
家
持
が
こ
の
讃
歌
を
歌
っ
た
時
、
聖
武
は
久
遍
京
に
は
居
な
か
っ
た
ゆ
前
章
に
詳
述
し
た
通
り
、
そ
の
年
七
月
二
十
六
日
に
紫
香
楽
宮
に
行
幸
し
、
九
十
五
日
間
滞
在
し
て
十
一
月
二
日
に
よ
う
や
く
帰
還
し
た
。
都
と
し
て
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
紫
香
楽
宮
で
久
遍
京
讃
歌
を
作
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
家
持
は
留
守
官
橘
諸
兄
ら
と
と
も
に
久
遍
京
に
残
留
し
て
い
た
組
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
主
の
居
な
い
久
趣
京
を
、
一
体
誰
の
た
め
に
讃
え
る
の
か
。
　
、
　
巻
六
の
八
月
十
六
日
の
歌
に
続
い
て
次
の
歌
が
あ
る
。
　
　
　
　
安
積
親
王
の
、
左
少
弁
藤
原
八
束
朝
臣
の
家
に
宴
す
る
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
る
歌
一
首
　
　
ひ
さ
か
た
の
雨
は
降
り
し
け
思
ふ
児
が
屋
戸
に
今
夜
は
明
か
し
て
行
か
む
（
6
一
〇
四
〇
）
　
天
平
十
五
年
は
雨
の
多
い
年
だ
っ
た
よ
う
だ
。
秋
七
月
五
日
に
出
雲
国
司
か
ら
、
異
常
な
雷
雨
に
山
も
崩
れ
家
屋
も
倒
壊
し
田
畑
も
泥
土
に
埋
ま
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
八
月
九
日
に
は
上
総
国
司
か
ら
、
や
は
り
七
月
に
数
日
間
大
風
雨
が
続
い
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
西
も
東
も
で
あ
る
。
山
背
の
山
合
い
の
盆
地
に
も
異
常
な
雨
が
降
り
続
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
雨
よ
降
れ
降
れ
、
今
夜
は
い
と
し
い
人
の
家
で
飲
み
明
か
し
語
り
明
か
そ
う
と
、
家
持
は
歌
う
の
で
あ
る
。
「
思
ふ
児
」
は
藤
原
八
束
で
あ
り
、
安
積
親
王
で
も
あ
っ
た
。
　
安
積
親
王
は
、
光
明
皇
后
の
生
ん
だ
基
親
王
が
夫
逝
し
た
今
は
聖
武
天
皇
の
唯
一
人
の
皇
子
で
あ
っ
た
。
母
は
夫
人
県
犬
養
広
刀
自
で
あ
る
。
天
平
十
五
年
、
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
皇
太
子
で
は
な
か
っ
た
が
、
皇
位
継
承
者
の
資
格
は
十
分
で
あ
っ
た
。
母
が
皇
女
で
な
い
こ
と
は
、
父
の
聖
武
自
身
、
そ
の
母
は
藤
原
宮
子
で
あ
っ
て
、
前
例
と
し
て
成
り
立
つ
。
藤
原
八
束
や
家
持
な
ど
若
い
貴
族
た
ち
は
、
こ
の
年
若
い
皇
子
の
周
り
に
自
然
と
集
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
修
辞
上
の
表
現
で
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
天
平
十
六
年
二
月
の
家
持
の
安
積
皇
子
挽
歌
の
中
に
、
「
わ
が
大
君
　
皇
子
の
命
　
万
代
に
め
し
た
ま
は
し
　
大
日
本
久
遍
の
都
は
」
（
3
四
七
五
）
と
あ
る
。
安
積
皇
子
が
こ
の
久
遍
京
を
万
代
ま
で
も
治
め
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
家
持
た
ち
に
と
っ
て
は
、
案
外
そ
れ
は
真
実
の
願
い
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
い
や
、
む
し
ろ
そ
う
信
じ
て
い
た
だ
ろ
う
と
言
っ
た
方
が
い
い
か
も
知
れ
な
い
。
　
天
平
十
五
年
八
月
十
六
日
、
家
持
が
久
選
京
讃
歌
を
歌
っ
た
時
、
そ
の
席
に
居
た
の
は
安
積
皇
子
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
の
日
に
何
か
の
宴
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
巻
八
秋
雑
歌
の
部
の
鹿
鳴
歌
二
首
も
そ
の
席
で
歌
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
　
第
四
群
に
属
す
る
こ
の
後
の
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
大
原
真
人
今
城
、
奈
良
の
故
郷
を
傷
み
惜
し
む
歌
一
首
　
　
秋
さ
れ
ば
春
日
の
山
の
黄
葉
見
る
奈
良
の
都
の
荒
る
ら
く
惜
し
も
（
8
】
六
〇
四
）
　
　
　
　
大
伴
宿
祢
家
持
の
歌
一
首
　
　
高
円
の
野
辺
の
秋
萩
こ
の
こ
ろ
の
暁
露
に
咲
き
に
け
む
か
も
（
8
一
六
〇
五
）
22
　
こ
の
二
首
は
年
次
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
配
列
か
ら
天
平
十
五
年
秋
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。
十
六
年
の
秋
は
、
家
持
は
歌
わ
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
十
六
年
甲
申
春
正
月
五
日
に
、
諸
の
卿
大
夫
の
安
倍
虫
麻
呂
朝
臣
の
家
に
集
ひ
て
宴
す
る
歌
一
首
　
作
者
審
ら
か
な
ら
ず
　
　
わ
が
屋
戸
の
君
松
の
木
に
降
る
雪
の
行
き
に
は
行
か
じ
待
ち
に
し
待
た
む
（
6
一
〇
四
一
）
　
　
　
　
同
月
十
一
日
に
、
活
道
の
岡
に
登
り
、
　
一
株
の
松
の
下
に
集
ひ
て
飲
む
歌
二
首
　
　
一
つ
松
幾
代
か
経
ぬ
る
吹
く
風
の
声
の
清
き
は
年
深
み
か
も
（
6
一
〇
四
二
）
　
　
　
　
　
右
の
一
首
、
市
原
王
の
作
　
　
た
ま
き
は
る
命
は
知
ら
ず
松
が
枝
を
結
ぶ
心
は
長
く
と
そ
思
ふ
（
6
一
〇
四
三
）
　
　
　
　
　
右
の
一
首
、
大
伴
宿
祢
家
持
の
作
　
天
平
十
五
年
八
月
十
六
日
を
境
に
、
家
持
の
歌
か
ら
青
春
の
相
聞
の
世
界
が
消
え
て
行
っ
た
。
こ
の
日
、
八
束
や
市
原
王
と
い
っ
た
仲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
）
聞
た
ち
と
と
も
に
安
積
皇
子
を
擁
し
て
、
官
人
と
し
て
の
己
れ
の
立
場
を
明
ら
か
に
言
挙
げ
し
た
に
違
い
な
い
。
23
注
　
久
遍
京
の
天
平
十
五
年
八
月
十
⊥
ハ
日
に
つ
い
て
、
「
国
文
学
」
（
学
燈
社
）
昭
和
五
十
一
年
四
月
号
の
拙
稿
「
家
持
に
お
け
る
詩
と
青
春
」
の
中
　
で
略
述
し
た
。
そ
の
後
の
家
持
の
歌
記
録
か
ら
明
白
に
、
家
持
の
久
通
京
讃
歌
の
対
象
は
安
積
親
王
で
あ
る
と
論
じ
、
こ
の
日
を
境
に
家
持
の
歌
　
は
は
っ
き
り
世
界
を
異
に
し
て
来
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
を
詳
述
し
、
論
証
し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
時
間
切
れ
で
あ
る
。
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
　
直
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
